
 

   

 
 
 

 

確定給付企業年金の予定利率の下限と基準死亡率の改正に係る 

告示案の御意見募集（パブリックコメント） 

 
2020年 1月 30日付で厚生労働省より、確定給付企業年金法施行規則第四十三条第二項第一号及び第二号

に規定する予定利率の下限及び基準死亡率の一部を改正する件（案）がパブリックコメントに付されました。 

パブリックコメントにつきましては下記のリンク先にてご確認ください。 

なお、パブリックコメントの募集期限は 2020年 2月 28日（金）となっております。 

 改正内容の概要は次ページに掲載しております。 

 

【ご参考】パブリックコメント手続の URL 

○確定給付企業年金法施行規則第四十三条第二項第一号及び第二号に規定する予定利率の下限及び基準

死亡率の一部を改正する件（案）に関する御意見募集（パブリックコメント）について 

→https://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=495190384&Mode=0 
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【改正の内容】 

（１）予定利率の下限の改正 

   予定利率の下限が 0.0％から▲0.1％に改正されます。 

 

（２）財政運営に用いる予定死亡率の改正 

①予定死亡率の改正 

80歳までを見ると、男子・女子ともに低下の傾向が見られます。 

 
以上のグラフは継続基準用の予定死亡率です。 

非継続基準・積立上限の計算に使用する予定死亡率は、所定の割掛率を乗じたものになります。 

 

②財政決算及び財政計算への影響 

予定死亡率の低下は、一般的には掛金率の上昇、責任準備金・最低積立基準額の増加要因となります。 

ただし、実際の掛金率への影響は限定的と思われます。 

 

【適用日】 

令和 2年 4月１日から適用されます。 


